
相
双
地
方
振
興

局

対
象
機
関 福

島
県
監
査
委
員

平
成
19年

10月
24日

実
施
年
月
日

小
桧
山
善
継

担
当
監
査
委
員

�
野
宏
之
実
地
監
査

実
施
方
法

平
成
19年

９
月
18日

平
成
19年

９
月
19日

職
員
調
査
年
月
日

衛
生
研
究
所

相
双
保
健
福
祉

事
務
所

県
南
保
健
福
祉

事
務
所

対
象
機
関

平
成
19年

11月
12日

平
成
19年

10月
23日

平
成
19年

10月
25日

実
施
年
月
日

小
桧
山
善
継

加
藤
雅
美

小
桧
山
善
継

担
当
監
査
委
員

音
高
純
夫

音
高
純
夫

�
野
宏
之

書
面
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
施
方
法

平
成
19年

９
月
21日

平
成
19年

９
月
25日

平
成
19年

９
月
26日

平
成
19年

９
月
27日

平
成
19年

９
月
28日

職
員
調
査
年
月
日

監
査
公
表
第
１
号

地
方
自
治
法
(昭
和
22年

法
律
第
67号

)
第
199条

第
４
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
し
た
定
期
監
査
の

結
果
は
､
次
の
と
お
り
で
す
｡

平
成
20年
２
月
15日

福
島
県
監
査
委
員
小
桧
山
善
継

福
島
県
監
査
委
員
加
藤
雅
美

福
島
県
監
査
委
員
音
高
純
夫

福
島
県
監
査
委
員

�
野
宏
之

１
監
査
実
施
期
間
平
成
19年
10月
23日
～
平
成
19年
11月
29日

２
監
査
対
象
機
関
公
所
28箇
所

３
監
査
の
結
果

監
査
は
､
平
成
18会
計
年
度
の
財
務
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
実
施
し
た
｡

�
総
務
部

○
下
記
の
と
お
り
指
摘
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
生
じ
な
い
よ
う

適
正
な
事
務
処
理
に
努
め
る
こ
と
｡

指
摘
事
項

�
産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
の
許
可
事
務
の
手
続
に
適
切
で
な
い
も
の
が
あ
る
｡

｢事
実
｣
平
成
16年
３
月
５
日
に
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
違
反
に
よ
り
罰
金

刑
を
受
け
た
有
限
会
社
甲
に
対
し
産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
の
許
可
に
つ
い
て
取
消
処

分
を
行
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
事
業
者
台
帳
等
へ
の
記
載
を
失
念
し
て
い
た
た
め
､

平
成
18年
４
月
21日
に
更
新
手
続
の
通
知
を
行
っ
た
｡

平
成
18年
９
月
４
日
に
更
新
申
請
書
が
提
出
さ
れ
､
審
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
､
罰
金

刑
を
受
け
て
い
る
事
実
が
確
認
さ
れ
た
｡
申
請
手
数
料
(73,000円

)
に
つ
い
て
は
､

本
庁
に
お
い
て
平
成
18年
12月
５
日
に
還
付
手
続
が
と
ら
れ
た
｡

｢是
正
・
改
善
等
の
意
見
｣

産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
の
許
可
の
事
務
執
行
に
当
た
っ
て
は
､
事
業
者
に
関
す
る

情
報
の
共
有
化
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
内
部
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
強
化
す
る
こ
と
｡

○
下
記
の
と
お
り
指
導
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
措
置
又
は
留
意
・
改
善
す
る
よ
う
指
導
し

た
｡
指
導
事
項

�
寒
冷
地
手
当
(３
人
33,600円

)
に
つ
い
て
過
支
給
に
な
っ
て
い
る
｡
ま
た
､
超
過
勤
務

手
当
(３
人
6,993円

)
に
つ
い
て
不
足
支
給
に
な
っ
て
い
る
｡

�
地
域
づ
く
り
総
合
支
援
事
業
(サ
ポ
ー
ト
事
業
)
補
助
金
の
交
付
を
受
け
た
補
助
事
業
者

が
､
会
計
帳
簿
そ
の
他
の
書
類
を
整
備
､
保
存
し
て
い
な
い
｡

�
保
健
福
祉
部

○
下
記
の
と
お
り
指
導
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
措
置
又
は
留
意
・
改
善
す
る
よ
う
指
導
し

た
｡
指
導
事
項

�
通
勤
用
新
幹
線
定
期
券
等
の
記
載
内
容
の
確
認
と
定
期
券
等
の
写
し
の
保
存
が
さ
れ
て
い

な
い
｡
(県
南
保
健
福
祉
事
務
所
)

平成20年２月15日 金曜日 福 島 県 報 号外第３号1

毎
週
火
・
金
曜
日
発
行(

当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
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内
水
面
水
産
試

験
場

農
業
総
合
セ
ン

タ
ー

相
双
農
林
事
務

所

対
象
機
関

ハ
イ
テ
ク
プ
ラ

ザ 会
津
高
等
技
術

専
門
校

計
量
検
定
所

対
象
機
関

平
成
19年

11月
22日

平
成
19年

11月
21日

平
成
19年

10月
24日

実
施
年
月
日

平
成
19年

11月
21日

平
成
19年

11月
29日

平
成
19年

11月
20日

実
施
年
月
日

加
藤
雅
美

小
桧
山
善
継

小
桧
山
善
継

担
当
監
査
委
員

小
桧
山
善
継

加
藤
雅
美

小
桧
山
善
継

担
当
監
査
委
員

音
高
純
夫

�
野
宏
之

�
野
宏
之

�
野
宏
之

音
高
純
夫

�
野
宏
之

実
地
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
施
方
法

実
地
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
施
方
法

平
成
19年

10月
10日

平
成
19年

10月
２
日

平
成
19年

10月
３
日

平
成
19年

９
月
27日

平
成
19年

９
月
28日

職
員
調
査
年
月
日

平
成
19年

10月
４
日

平
成
19年

10月
11日

平
成
19年

10月
２
日

職
員
調
査
年
月
日

�
前
途
資
金
(甲
町
生
活
保
護
費
平
成
18年
度
７
月
分
及
び
８
月
分
)
の
返
納
額
を
｢戻
入
｣

せ
ず
｢雑
入
｣
と
し
て
調
定
収
入
し
て
い
る
｡
(相
双
保
健
福
祉
事
務
所
)

�
超
過
勤
務
手
当
(１
人
18,522円

)
が
不
足
支
給
と
な
っ
て
い
る
｡
(相
双
保
健
福
祉
事

務
所
)

上
記
以
外
の
監
査
対
象
機
関
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
は
､
適
正
と
認
め
ら
れ
た
｡

�
商
工
労
働
部

○
下
記
の
と
お
り
指
導
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
措
置
又
は
留
意
・
改
善
す
る
よ
う
指
導
し

た
｡
指
導
事
項

�
パ
ソ
コ
ン
､
プ
リ
ン
タ
ー
の
物
品
不
用
決
定
の
手
続
が
な
さ
れ
て
い
な
い
｡
(会
津
高
等

技
術
専
門
校
)

�
酒
粕
に
つ
い
て
生
産
物
製
作
品
出
納
簿
へ
の
記
載
漏
れ
が
あ
る
｡
(ハ
イ
テ
ク
プ
ラ
ザ
)

�
農
林
水
産
部

○
下
記
の
と
お
り
指
摘
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
生
じ
な
い
よ
う

適
正
な
事
務
処
理
に
努
め
る
こ
と
｡

指
摘
事
項

�
農
産
物
売
払
代
金
収
入
の
調
定
事
務
に
適
切
で
な
い
も
の
が
あ
る
｡

｢事
実
｣
浜
地
域
研
究
所
に
お
い
て
は
､
甲
農
業
協
同
組
合
と
平
成
18年
度
産
米
の
穀
類
売
買

契
約
を
締
結
し
､
12月

28日
に
｢ひ
と
め
ぼ
れ
(１
等
米
)｣
108袋

(30㎏
/袋
)
を

引
き
渡
し
､
同
日
売
払
代
金
の
収
入
調
定
(金
額
708,696円

)
を
行
っ
た
が
､
甲
に

対
し
て
発
行
す
べ
き
納
入
通
知
書
を
職
員
Ａ
宛
て
に
発
行
し
た
上
､
当
該
通
知
書
を
甲

に
送
付
し
た
｡
甲
は
当
該
通
知
書
に
よ
り
代
金
を
納
付
し
た
｡

ま
た
､
有
限
会
社
乙
商
店
に
対
し
て
も
｢コ
シ
ヒ
カ
リ
｣
ほ
か
1,727㎏

の
米
穀
を

引
き
渡
し
､
収
入
調
定
(金
額
265,950円

)
を
行
っ
た
が
､
同
様
に
職
員
Ａ
宛
て
に

納
入
通
知
書
を
発
行
・
送
付
し
､
乙
は
当
該
通
知
書
に
よ
り
代
金
を
納
付
し
た
｡

｢是
正
・
改
善
等
の
意
見
｣

農
産
物
売
払
代
金
の
収
入
調
定
に
当
た
っ
て
は
､
納
入
義
務
者
等
必
要
事
項
に
つ
い

て
十
分
に
確
認
を
行
う
と
と
も
に
内
部
チ
ェ
ッ
ク
の
徹
底
を
図
る
こ
と
｡

(農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
)

�
通
勤
手
当
の
支
給
に
適
切
で
な
い
も
の
が
あ
る
｡

｢事
実
｣
職
員
Ａ
他
３
名
に
係
る
通
勤
手
当
に
つ
い
て
､
高
速
自
動
車
国
道
を
利
用
し
な
い
日

数
が
１
月
の
勤
務
を
要
す
る
日
の
う
ち
７
日
を
超
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
高
速

自
動
車
国
道
等
利
用
職
員
と
し
た
通
勤
手
当
額
を
支
給
し
て
い
る
｡

正
当
支
給
額
149,300円

既
支
給
額

310,737円
過
支
給
額

161,437円
｢是
正
・
改
善
等
の
意
見
｣

通
勤
手
当
の
支
給
に
当
た
っ
て
は
､
支
給
要
件
を
十
分
確
認
の
上
､
適
正
に
行
う
こ

と
｡

(農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
)

�
委
託
料
の
支
出
に
係
る
事
務
処
理
に
適
切
で
な
い
も
の
が
あ
る
｡

｢事
実
｣
残
留
農
薬
分
析
機
器
の
保
守
点
検
業
務
は
､
委
託
料
を
２
分
の
１
ず
つ
２
期
に
分
け

て
支
払
う
契
約
と
し
て
い
た
が
､
こ
の
う
ち
第
２
期
分
に
つ
い
て
､
業
務
の
履
行
を
確

認
し
た
も
の
の
､
支
出
手
続
を
行
わ
な
い
ま
ま
出
納
整
理
期
間
を
経
過
し
た
た
め
､
当

該
年
度
予
算
に
よ
る
支
払
い
が
不
能
と
な
り
､
平
成
19年
５
月
25日
に
過
年
度
支
出
し

て
い
る
｡

業
務
名
ト
リ
プ
ル
ス
テ
ー
ジ
四
重
極
G
C
/M
S/M

S装
置
保
守
点
検
業
務
委
託

契
約
額
1,890,000円

契
約
期
間
平
成
18年
４
月
１
日
～
平
成
19年
３
月
31日

当
該
年
度
支
払
額
(第
１
期
支
払
分
)
945,000円

(平
成
18年
11月
９
日
支
払
)

翌
年
度
支
払
額

(第
２
期
支
払
分
)
945,000円

(平
成
19年
５
月
25日
支
払
)

｢是
正
・
改
善
等
の
意
見
｣

委
託
料
の
支
出
に
係
る
事
務
処
理
に
当
た
っ
て
は
､
関
係
規
程
に
基
づ
き
適
正
に
行
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木
戸
ダ
ム
建
設

事
務
所

県
中
流
域
下
水

道
建
設
事
務
所

県
北
流
域
下
水

道
建
設
事
務
所

相
馬
港
湾
建
設

事
務
所

い
わ
き
建
設
事

務
所

相
双
建
設
事
務

所 県
南
建
設
事
務

所

対
象
機
関

平
成
19年

11月
27日

平
成
19年

11月
21日

平
成
19年

11月
12日

平
成
19年

11月
20日

平
成
19年

10月
24日

平
成
19年

10月
23日

平
成
19年

10月
25日

実
施
年
月
日

小
桧
山
善
継

加
藤
雅
美

小
桧
山
善
継

加
藤
雅
美

加
藤
雅
美

加
藤
雅
美

小
桧
山
善
継

担
当
監
査
委
員

�
野
宏
之

音
高
純
夫

�
野
宏
之

音
高
純
夫

音
高
純
夫

音
高
純
夫

�
野
宏
之

書
面
監
査

実
地
監
査

書
面
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
施
方
法

平
成
19年

10月
11日

平
成
19年

10月
５
日

平
成
19年

10月
10日

平
成
19年

10月
12日

平
成
19年

９
月
18日

平
成
19年

９
月
19日

平
成
19年

９
月
12日

平
成
19年

９
月
13日

平
成
19年

９
月
25日

平
成
19年

９
月
26日

職
員
調
査
年
月
日

う
と
と
も
に
､
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と
｡

(農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
)

○
下
記
の
と
お
り
指
導
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
措
置
又
は
留
意
・
改
善
す
る
よ
う
指
導
し

た
｡
指
導
事
項

�
農
業
改
良
資
金
貸
付
金
元
金
収
入
に
収
入
未
済
(１
件
2,298,000円

)
が
あ
る
｡
(相
双

農
林
事
務
所
)

�
請
負
工
事
に
お
け
る
最
低
制
限
価
格
の
設
定
に
適
切
で
な
い
も
の
が
あ
る
｡
(相
双
農
林

事
務
所
)

�
扶
養
手
当
が
過
支
給
(１
人
57,200円

)
と
な
っ
て
い
る
｡
(農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
)

�
人
工
授
精
牛
の
用
途
廃
止
に
伴
う
売
却
時
に
､
予
定
価
格
の
設
定
､
契
約
書
の
作
成
を
し

て
い
な
い
｡
(農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
)

上
記
以
外
の
監
査
対
象
機
関
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
は
､
適
正
と
認
め
ら
れ
た
｡

�
土
木
部

○
下
記
の
と
お
り
指
摘
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
生
じ
な
い
よ
う

適
正
な
事
務
処
理
に
努
め
る
こ
と
｡

指
摘
事
項

�
契
約
の
事
務
手
続
に
適
切
で
な
い
も
の
が
あ
る
｡

｢事
実
｣
電
源
立
地
促
進
工
事
(道
路
改
良
工
事
)
に
お
い
て
､
平
成
18年
８
月
28日
付
で
当

初
請
負
額
21,000,000円

で
契
約
し
た
｡
そ
の
後
､
平
成
19年

２
月
５
日
付
で
､
家
屋

へ
の
進
入
路
を
変
更
計
上
す
る
な
ど
の
理
由
で
設
計
変
更
を
行
っ
た
結
果
､
道
路
改
良

工
事
の
変
更
増
額
分
を
含
め
変
更
請
負
額
が
31,030,650円

に
増
額
さ
れ
た
｡

こ
の
進
入
路
工
事
は
道
路
改
良
工
事
と
の
距
離
が
相
当
程
度
離
れ
て
お
り
､
本
道
路

改
良
工
事
と
の
契
約
の
一
体
性
が
な
い
も
の
で
あ
り
､
本
来
別
途
契
約
と
す
べ
き
と
こ

ろ
を
設
計
変
更
で
処
理
し
て
い
る
｡

｢是
正
・
改
善
等
の
意
見
｣

契
約
(設
計
図
書
の
変
更
)
の
事
務
手
続
に
当
た
っ
て
は
､
変
更
の
内
容
､
規
模
等

を
勘
案
し
､
適
正
に
行
う
こ
と
｡

(相
双
建
設
事
務
所
)

�
河
川
占
用
許
可
に
係
る
事
務
処
理
に
適
切
で
な
い
も
の
が
あ
る
｡

｢事
実
｣
鮫
川
及
び
新
川
外
７
河
川
に
係
る
甲
株
式
会
社
及
び
乙
株
式
会
社
に
対
し
て
既
に
許

可
し
て
い
る
光
ケ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て
､
甲
株
式
会
社
か
ら
乙
株
式
会
社
へ
の
光
ケ
ー
ブ

ル
事
業
移
管
に
伴
う
河
川
法
上
の
事
務
手
続
に
お
い
て
､
平
成
19年
３
月
に
決
裁
日
を

平
成
18年
４
月
１
日
に
遡
及
し
､
重
複
し
た
占
用
許
可
及
び
工
作
物
の
新
築
等
許
可
を

行
い
､
占
用
料
も
重
複
し
て
納
入
さ
せ
た
｡

(鮫
川
)

許
可
日

許
可
期
限

ア
甲
株
式
会
社
平
成
12年
７
月
31日

平
成
22年
３
月
31日

(持
ち
分
192芯

/200芯
)

イ
乙
株
式
会
社
平
成
12年
７
月
31日

平
成
22年
３
月
31日

(持
ち
分
8芯
/200芯

)
ウ
乙
株
式
会
社
平
成
18年
４
月
１
日

平
成
28年
３
月
31日

200芯
占
用
料0円

78,250円
78,250円
ア
・
イ
と
ウ
が
重
複
し
て
い
る
｡

(新
川
外
７
河
川
)
許
可
日

許
可
期
限

エ
甲
株
式
会
社
平
成
11年
３
月
17日

平
成
20年
３
月
31日

(持
ち
分
592芯

/600芯
)

オ
乙
株
式
会
社
平
成
11年
３
月
17日

平
成
20年
３
月
31日

(持
ち
分
8芯
/600芯

)
カ
乙
株
式
会
社
平
成
18年
４
月
１
日

平
成
28年
３
月
31日

600芯
占
用
料0円

18,000円
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県
北
教
育
事
務

所

対
象
機
関

平
成
19年

10月
23日

実
施
年
月
日

小
桧
山
善
継

担
当
監
査
委
員

�
野
宏
之
実
地
監
査

実
施
方
法

平
成
19年

９
月
12日

平
成
19年

９
月
13日

職
員
調
査
年
月
日

相
馬
農
業
高
等

学
校

郡
山
北
工
業
高

等
学
校

福
島
工
業
高
等

学
校

博
物
館

美
術
館

図
書
館

相
双
教
育
事
務

所 県
中
教
育
事
務

所 県
北
教
育
事
務

所

対
象
機
関

平
成
19年

11月
20日

平
成
19年

11月
21日

平
成
19年

11月
12日

平
成
19年

11月
22日

平
成
19年

11月
20日

平
成
19年

11月
20日

平
成
19年

10月
24日

平
成
19年

10月
23日

平
成
19年

10月
23日

実
施
年
月
日

加
藤
雅
美

加
藤
雅
美

加
藤
雅
美

加
藤
雅
美

小
桧
山
善
継

小
桧
山
善
継

加
藤
雅
美

小
桧
山
善
継

小
桧
山
善
継

担
当
監
査
委
員

音
高
純
夫

音
高
純
夫

音
高
純
夫

音
高
純
夫

�
野
宏
之

�
野
宏
之

音
高
純
夫

�
野
宏
之

�
野
宏
之

実
地
監
査

実
地
監
査

書
面
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
施
方
法

平
成
19年

10月
10日

平
成
19年

10月
12日

平
成
19年

10月
５
日

平
成
19年

10月
12日

平
成
19年

10月
４
日

平
成
19年

10月
５
日

平
成
19年

９
月
６
日

平
成
19年

９
月
７
日

平
成
19年

９
月
20日

平
成
19年

９
月
21日

平
成
19年

９
月
12日

平
成
19年

９
月
13日

職
員
調
査
年
月
日

18,000円
エ
・
オ
と
カ
が
重
複
し
て
い
る
｡

｢是
正
・
改
善
等
の
意
見
｣

河
川
占
用
許
可
に
係
る
事
務
処
理
に
当
た
っ
て
は
､
関
係
規
程
に
基
づ
き
適
正
に
行

う
と
と
も
に
許
可
状
況
を
十
分
確
認
す
る
こ
と
｡

(い
わ
き
建
設
事
務
所
)

○
下
記
の
と
お
り
指
導
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
措
置
又
は
留
意
・
改
善
す
る
よ
う
指
導
し

た
｡
指
導
事
項

�
土
地
使
用
料
に
つ
い
て
､
４
月
１
日
に
調
定
す
べ
き
と
こ
ろ
６
月
１
日
に
調
定
し
て
い
る
｡

(県
南
建
設
事
務
所
)

�
甲
市
に
係
る
土
木
建
設
事
業
市
町
村
負
担
金
に
つ
い
て
､
減
額
調
定
及
び
戻
出
命
令
が
さ

れ
て
い
な
い
｡
(県
南
建
設
事
務
所
)

�
土
木
建
設
事
業
市
町
村
負
担
金
に
つ
い
て
､
12月
補
正
に
よ
り
負
担
金
額
が
決
定
さ
れ
､

本
庁
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
市
町
村
へ
の
協
議
を
３
月
に
行
い
調
定
の

時
期
が
遅
延
し
た
た
め
､
収
入
も
遅
れ
て
い
る
｡
(県
南
建
設
事
務
所
)

�
道
路
敷
占
用
料
の
調
定
に
お
い
て
､
電
柱
の
許
可
本
数
の
記
帳
誤
り
が
あ
っ
た
た
め
､
調

定
も
れ
(平
成
15年
度
分
よ
り
延
べ
10本
12,000円

)
が
あ
る
｡
(県
南
建
設
事
務
所
)

�
使
用
料
及
び
手
数
料
(179件

3,339,983円
)
が
収
入
未
済
に
な
っ
て
い
る
｡
(県
南
建
設

事
務
所
)

�
証
紙
収
入
報
告
が
過
少
(35件

1,031,000円
)
と
な
っ
て
い
る
｡
(県
南
建
設
事
務
所
)

�
工
事
の
設
計
積
算
に
お
い
て
､
冬
期
率
に
よ
る
現
場
管
理
費
率
等
を
補
正
し
な
か
っ
た
た

め
､
過
小
積
算
(604,800円

)
と
な
っ
て
い
る
｡
(県
南
建
設
事
務
所
)

�
使
用
料
及
び
手
数
料
(36件

466,254円
)
及
び
諸
収
入
(１
件
240,154円

)
が
収
入
未

済
に
な
っ
て
い
る
｡
(相
双
建
設
事
務
所
)

�
使
用
料
及
び
手
数
料
(376件

5,885,804円
)
及
び
諸
収
入
(５
件
1,498,635円

)
が
収

入
未
済
に
な
っ
て
い
る
｡
(い
わ
き
建
設
事
務
所
)

�
県
営
住
宅
使
用
料
(平
成
19年
３
月
分
)
の
返
還
処
理
(８
月
返
還
)
が
遅
れ
て
い
る
｡

(い
わ
き
建
設
事
務
所
)

�
休
日
勤
務
に
つ
い
て
代
休
日
の
指
定
を
す
べ
き
と
こ
ろ
､
週
休
日
の
振
替
を
し
て
い
る
｡

(相
馬
港
湾
建
設
事
務
所
)

上
記
以
外
の
監
査
対
象
機
関
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
は
､
適
正
と
認
め
ら
れ
た
｡

�
教
育
庁

○
下
記
の
と
お
り
指
摘
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
生
じ
な
い
よ
う

適
正
な
事
務
処
理
に
努
め
る
こ
と
｡

指
摘
事
項

�
現
金
の
取
扱
事
務
に
適
切
で
な
い
も
の
が
あ
る
｡

｢事
実
｣
現
金
の
収
納
に
十
分
な
注
意
を
払
わ
な
か
っ
た
た
め
､
現
金
等
納
付
書
に
よ
り
､

｢３
年
生
の
７
・
８
月
分
の
授
業
料
｣
と
し
て
18,600円

が
誤
っ
て
二
重
に
納
入
さ
れ

た
形
と
な
っ
て
い
る
が
､
会
計
帳
票
及
び
保
護
者
へ
の
調
査
に
よ
っ
て
も
納
入
者
の
確

認
が
で
き
な
い
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
｡

｢是
正
・
改
善
等
の
意
見
｣

現
金
の
取
扱
事
務
に
当
た
っ
て
は
､
関
係
規
程
に
よ
り
適
正
に
行
う
と
と
も
に
､
内

部
で
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
徹
底
を
図
る
こ
と
｡

(相
馬
農
業
高
等
学
校
)

○
下
記
の
と
お
り
指
導
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
措
置
又
は
留
意
・
改
善
す
る
よ
う
指
導
し

た
｡
指
導
事
項

�
扶
養
手
当
が
過
支
給
(１
件
15,000円

)
に
な
っ
て
い
る
｡
(県
北
教
育
事
務
所
(大
森

小
学
校
))
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南
相
馬
警
察
署

郡
山
警
察
署

対
象
機
関

平
成
19年

11月
12日

平
成
19年

11月
21日

実
施
年
月
日

加
藤
雅
美

加
藤
雅
美

担
当
監
査
委
員

音
高
純
夫

音
高
純
夫

書
面
監
査

実
地
監
査

実
施
方
法

平
成
19年

10月
11日

平
成
19年

10月
３
日

職
員
調
査
年
月
日

２
職
員
Ｂ
の
ほ
か
８
名
に
係
る
週
休
日
の
振
替

勤
務
に
伴
う
100分

の
25の

超
過
勤
務
手
当
が
支

給
さ
れ
て
お
ら
ず
､
不
足
支
給
と
な
っ
て
い
る
｡

(過
払
い
及
び
不
払
い
)

職
員
の
手
当
の
支
給
に
適
切
で
な
い
も
の
が
あ
る
｡

１
職
員
Ａ
に
係
る
住
居
手
当
､
通
勤
手
当
及
び
単

身
赴
任
手
当
に
つ
い
て
､
福
島
市
か
ら
会
津
若
松

市
へ
の
転
居
に
伴
う
各
手
当
の
認
定
誤
り
及
び
入

力
漏
れ
の
た
め
､
過
不
足
支
給
と
な
っ
て
い
る
｡

住
居
手
当

正
当
支
給
額
27,000円

(２
月
､
３
月
分
)

既
支
給
額

54,000円
(

〃
)

過
支
給
額

27,000円
(

〃
)

通
勤
手
当

正
当
支
給
額
104,300円

(１
月
～
３
月
分
)

既
支
給
額

140,200円
(

〃
)

過
支
給
額

35,900円
(

〃
)

単
身
赴
任
手
当

正
当
支
給
額
58,000円

(２
月
､
３
月
分
)

既
支
給
額

0円
(

〃
)

不
足
支
給
額
58,000円

(
〃

)

指
摘

事
項

不
足
支
給
と
な
っ
た
超
過
勤
務
手
当

に
つ
き
ま
し
て
は
､
平
成
19年
９
月
20

日
ま
で
に
追
給
処
理
を
行
い
ま
し
た
｡

過
不
足
支
給
と
な
っ
た
平
成
19年
１
月

か
ら
３
月
ま
で
の
各
種
手
当
に
つ
き
ま

し
て
は
､
平
成
19年
10月
５
日
ま
で
に

返
納
処
理
を
行
い
ま
し
た
｡

措
置

状
況

�
超
過
勤
務
手
当
が
不
足
支
給
(４
人
96,048円

)
に
な
っ
て
い
る
｡
(県
中
教
育
事
務
所
)

�
旅
費
の
支
給
が
３
か
月
以
上
遅
延
し
て
い
る
｡
(県
中
教
育
事
務
所
(柴
宮
小
学
校
))

�
超
過
勤
務
手
当
が
過
支
給
(３
人
46,636円

)
に
な
っ
て
い
る
｡
(相
双
教
育
事
務
所
)

�
購
入
し
た
電
動
書
架
に
つ
い
て
､
既
設
の
公
有
財
産
と
し
て
管
理
し
て
い
る
電
動
書
架
と

一
体
的
に
管
理
す
べ
き
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
公
有
財
産
へ
の
編
入
手
続
き
を
行
っ

て
い
な
い
｡
(図
書
館
)

�
超
過
勤
務
手
当
が
不
足
支
給
(１
人
11,248円

)
に
な
っ
て
い
る
｡
(図
書
館
)

�
超
過
勤
務
手
当
が
過
支
給
(４
人
39,352円

)
に
な
っ
て
い
る
｡
(美
術
館
)

�
工
事
請
負
の
入
札
に
つ
い
て
､
指
名
業
者
の
商
号
及
び
住
所
が
変
更
さ
れ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
､
旧
商
号
及
び
旧
住
所
の
ま
ま
入
札
に
参
加
さ
せ
､
落
札
し
て
い
る
｡
(博
物

館
)

�
工
事
業
者
か
ら
の
電
気
料
及
び
水
道
料
の
徴
収
を
遅
延
し
て
ま
と
め
て
調
定
し
て
い
る
｡

(相
馬
農
業
高
等
学
校
)

上
記
以
外
の
監
査
対
象
機
関
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
は
､
適
正
と
認
め
ら
れ
た
｡

�
警
察
本
部

○
下
記
の
と
お
り
指
導
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
措
置
又
は
留
意
・
改
善
す
る
よ
う
指
導
し

た
｡
指
導
事
項

�
嘱
託
員
の
付
加
報
酬
が
不
足
支
給
(１
人
31,627円

)
と
な
っ
て
い
る
｡
(郡
山
警
察
署
)

上
記
以
外
の
監
査
対
象
機
関
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
は
､
適
正
と
認
め
ら
れ
た
｡

監
査
公
表
第
２
号

平
成
19年
11月
13日
監
査
公
表
第
23号
に
よ
り
公
表
し
た
監
査
結
果
に
つ
い
て
､
地
方
自
治
法
(昭

和
22年

法
律
第
67号

)
第
199条

第
12項

の
規
定
に
基
づ
き
､
福
島
県
知
事
か
ら
次
の
と
お
り
措
置
状

況
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
､
同
項
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
を
公
表
す
る
｡

平
成
20年
２
月
15日

福
島
県
監
査
委
員
小
桧
山
善
継

福
島
県
監
査
委
員
加
藤
雅
美

福
島
県
監
査
委
員
音
高
純
夫

福
島
県
監
査
委
員

�
野
宏
之

19
財
第
6176

号
平
成
19年
12月
28日

福
島
県
監
査
委
員
小
桧
山
善
継

福
島
県
監
査
委
員
加
藤
雅
美
様

福
島
県
監
査
委
員
音
高
純
夫

福
島
県
監
査
委
員

�
野
宏
之

福
島
県
知
事
佐
藤
雄
平

印□

定
期
監
査
の
結
果
に
つ
い
て
(通
知
)

平
成
19年

11月
１
日
付
け
19福

監
第
472号

で
報
告
あ
っ
た
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
､
別
紙
の
と
お
り

措
置
を
講
じ
ま
し
た
の
で
､
地
方
自
治
法
第
199条

第
12項
の
規
定
に
よ
り
通
知
し
ま
す
｡

定
期
監
査
に
係
る
措
置
状
況
に
つ
い
て

１
監
査
対
象

総
務
部
会
津
地
方
振
興
局

２
指
摘
事
項
及
び
措
置
の
状
況
に
つ
い
て
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県
有
財
産
の
土
地
の
評
価
に
つ
い
て
は
､
平
成
18

年
の
評
価
替
え
か
ら
､
県
有
地
の
近
傍
類
似
地
の
１

㎡
当
た
り
の
市
町
村
の
固
定
資
産
税
評
価
額
を
単
価

に
県
有
地
の
面
積
及
び
時
価
倍
率
1.43を

乗
じ
て
算

出
し
て
い
る
が
､
県
有
地
は
庁
舎
敷
地
､
学
校
敷
地

な
ど
周
辺
の
一
般
的
な
土
地
利
用
の
面
積
と
比
べ
て

大
き
な
面
積
で
あ
り
､
同
形
態
の
近
傍
類
似
地
が
存

在
し
な
い
場
合
､
あ
る
い
は
､
近
傍
類
似
地
と
の
個

別
格
差
が
大
き
い
場
合
が
多
く
､
適
正
に
土
地
が
評

価
さ
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
高
い
｡

ま
た
､
平
成
18年
の
県
有
財
産
の
評
価
替
え
は
､

５
年
ご
と
に
３
月
31日
の
現
況
で
行
う
た
め
､
平
成

18年
３
月
31日
現
在
の
固
定
資
産
税
の
評
価
額
で
実

施
し
た
が
､
市
町
村
の
固
定
資
産
税
の
評
価
替
え
は

３
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
､
直
近
で
は
平
成
17年
１
月

１
日
基
準
日
で
評
価
替
え
が
行
わ
れ
て
い
る
｡
し
か

し
な
が
ら
､
市
町
村
へ
の
固
定
資
産
税
の
調
査
な
ど

実
際
の
評
価
替
え
の
作
業
は
平
成
17年
の
夏
に
行
わ

れ
､
市
町
村
か
ら
の
固
定
資
産
税
評
価
額
の
回
答
は

前
回
の
基
準
日
で
あ
る
平
成
14年
１
月
１
日
基
準
日

で
の
回
答
と
な
っ
て
お
り
､
県
有
財
産
の
土
地
の
評

価
は
平
成
14年
１
月
１
日
の
固
定
資
産
税
の
基
準
で

実
施
し
た
こ
と
に
な
り
､
市
町
村
の
評
価
と
３
年
の

ず
れ
が
生
じ
て
い
る
｡
毎
年
地
価
が
下
落
す
る
状
況

の
中
､
県
は
３
年
前
の
時
価
が
高
い
時
点
を
基
準
に

評
価
し
て
お
り
､
時
価
倍
率
1.43で

は
､
時
価
を
超

え
る
危
険
性
が
高
い
｡

検
討

事
項

２
職
員
Ｂ
の
ほ
か
８
名
に
係
る
週
休
日
の
振
替

勤
務
に
伴
う
100分

の
25の

超
過
勤
務
手
当
が

支
給
さ
れ
て
お
ら
ず
､
不
足
支
給
と
な
っ
て
い

る
｡

正
当
支
給
額
47,940円

既
支
給
額

0円
不
足
支
給
額
47,940円

県
有
財
産
の
土
地
の
評
価
に
つ
い
て

は
､
不
動
産
鑑
定
評
価
基
準
や
土
地
価

格
比
準
表
等
を
参
考
と
し
て
､
個
別
格

差
を
考
慮
し
た
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入

に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
､
次
回

の
評
価
替
え
か
ら
､
個
別
格
差
を
考
慮

し
た
補
正
基
準
等
を
策
定
し
て
作
業
を

行
う
｡
ま
た
､
評
価
替
え
の
時
期
に
つ
い
て

は
､
次
回
を
平
成
22年
３
月
(１
年
前

倒
し
)
と
し
､
以
降
､
固
定
資
産
税
評

価
額
の
評
価
替
え
の
時
期
に
合
わ
せ
て
､

現
行
｢５
年
ご
と
｣
を
｢３
年
ご
と
｣

と
す
る
｡ 措

置
状

況

不
足
支
給
と
な
っ
た
超
過
勤
務
手
当

に
つ
き
ま
し
て
は
､
平
成
19年
９
月
20

日
ま
で
に
追
給
処
理
を
行
い
ま
し
た
｡

な
お
､
今
後
は
､
こ
の
よ
う
な
こ
と

の
な
い
よ
う
事
務
の
適
正
な
執
行
に
努

め
ま
す
｡

(事
務
事
業
の
執
行
)

申
請
・
届
出
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
､

利
用
者
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
利
用
促
進
を
図
る
よ

う
検
討
を
要
す
る
｡

(検
討
を
要
す
る
事
項
)

申
請
・
届
出
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
は
､
県
民
や

企
業
等
が
県
及
び
市
町
村
に
対
す
る
各
種
申
請
や
届

出
等
を
､
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ

ン
で
行
う
こ
と
に
よ
り
､
利
用
者
の
利
便
性
向
上
と

行
政
側
の
事
務
の
簡
素
化
・
効
率
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
､
市
町
村
と
の
共
同
事
業
と
し
て
平
成
17年

１
月
に
運
用
を
開
始
し
た
｡

当
該
シ
ス
テ
ム
は
､
県
が
189､

市
町
村
が
167の

手
続
き
を
対
象
と
し
て
運
用
を
開
始
し
た
が
､
シ
ス

テ
ム
の
利
用
状
況
を
見
る
と
､
平
成
18年
度
末
ま
で

の
利
用
件
数
は
､
県
が
648件

､
市
町
村
が
176件

の
合
計
824件

に
止
ま
っ
て
お
り
､
ま
た
､
対
象
手
続

き
の
中
に
は
利
用
実
績
が
皆
無
又
は
数
件
未
満
の
も

の
が
多
く
あ
る
な
ど
､
導
入
目
的
の
実
現
に
は
程
遠

い
利
用
実
績
と
な
っ
て
い
る
｡

そ
の
原
因
と
し
て
､
利
用
に
際
し
て
本
人
確
認
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
レ
ベ
ル
が
高
い
こ
と
､
添
付
資
料
は

別
途
郵
送
と
す
る
も
の
が
多
い
こ
と
､
交
付
物
は
窓

口
交
付
又
は
郵
送
と
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
な
ど
､

検
討

事
項

実
際
の
評
価
替
え
の
作
業
は
平
成
17年
の
夏
に
行
わ

れ
､
市
町
村
か
ら
の
固
定
資
産
税
評
価
額
の
回
答
は

前
回
の
基
準
日
で
あ
る
平
成
14年
１
月
１
日
基
準
日

で
の
回
答
と
な
っ
て
お
り
､
県
有
財
産
の
土
地
の
評

価
は
平
成
14年
１
月
１
日
の
固
定
資
産
税
の
基
準
で

実
施
し
た
こ
と
に
な
り
､
市
町
村
の
評
価
と
３
年
の

ず
れ
が
生
じ
て
い
る
｡
毎
年
地
価
が
下
落
す
る
状
況

の
中
､
県
は
３
年
前
の
時
価
が
高
い
時
点
を
基
準
に

評
価
し
て
お
り
､
時
価
倍
率
1.43で

は
､
時
価
を
超

え
る
危
険
性
が
高
い
｡

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
､
行
政
財
産
の
使
用
料
や
県

有
地
の
貸
付
料
等
の
基
礎
と
も
な
る
県
有
財
産
の
土

地
の
評
価
に
つ
い
て
､
近
傍
の
固
定
資
産
税
評
価
額

と
の
格
差
を
是
正
す
る
合
理
的
な
方
法
や
適
時
・
適

正
に
評
価
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
い

て
検
討
を
要
す
る
｡

申
請
・
届
出
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
は
､
現
在
､
県
が
173､

市
町
村
が
167の

手
続
で
運
用
し
て
お
り
､

こ
れ
ま
で
､
県
と
市
町
村
で
構
成
す
る

福
島
県
申
請
・
届
出
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス

テ
ム
運
営
協
議
会
の
検
討
を
踏
ま
え
､

代
理
申
請
機
能
の
追
加
や
､
受
付
時
間

の
24時
間
化
と
い
っ
た
利
便
性
の
向
上

を
図
っ
て
き
た
ほ
か
､
各
団
体
へ
の
チ

ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー
の
配
付
､
テ
レ
ビ
・

ラ
ジ
オ
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
活
用
､

各
種
説
明
会
に
お
け
る
広
報
等
を
行
っ

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
､
今
年
度
中
に

県
の
｢オ
ン
ラ
イ
ン
利
用
促
進
計
画
｣

を
策
定
す
る
と
と
も
に
､
市
町
村
に
対

し
て
も
同
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
働
き

か
け
を
行
い
､
一
層
の
利
用
促
進
を
図

り
ま
す
｡

利
用
促
進
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て

は
､
既
存
の
対
象
手
続
の
う
ち
､
オ
ン

ラ
イ
ン
上
で
申
請
・
届
出
が
完
結
す
る

な
ど
の
利
用
者
に
と
っ
て
特
に
高
い
利

便
性
が
見
込
ま
れ
る
手
続
を
オ
ン
ラ
イ

ン
利
用
促
進
対
象
手
続
に
選
定
し
､
手

措
置

状
況

定
期
監
査
に
係
る
措
置
状
況
に
つ
い
て

１
監
査
対
象

総
務
部
財
務
領
域

２
検
討
事
項
及
び
措
置
の
状
況
に
つ
い
て

定
期
監
査
に
係
る
措
置
状
況
に
つ
い
て

１
監
査
対
象

企
画
調
整
部
情
報
統
計
領
域

２
検
討
事
項
及
び
措
置
の
状
況
に
つ
い
て
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�
精
神
障
が
い
者
福
祉
費
補
助
金

194,036,000円
19年
３
月
23日

�
精
神
障
が
い
者
福
祉
費
補
助
金

112,296,616円
19年
３
月
20日

【
今
回
の
調
定
(節
・
額
・
年
月
日
)
(誤
)】

(内
部
牽
制
)

予
算
の
執
行
体
制
に
お
い
て
内
部
牽
制
が
機
能
し
て
い
な
い
｡

(事
実
の
概
要
)

平
成
18年

度
の
歳
入
の
調
定
に
お
い
て
､
十
分
な
チ
ェ
ッ
ク
を
行
わ
ず
事
務

処
理
が
な
さ
れ
た
た
め
､
歳
入
科
目
(節
)
に
誤
り
が
生
じ
て
い
る
｡

指
摘

事
項

テ
ム
の
利
用
状
況
を
見
る
と
､
平
成
18年
度
末
ま
で

の
利
用
件
数
は
､
県
が
648件

､
市
町
村
が
176件

の
合
計
824件

に
止
ま
っ
て
お
り
､
ま
た
､
対
象
手
続

き
の
中
に
は
利
用
実
績
が
皆
無
又
は
数
件
未
満
の
も

の
が
多
く
あ
る
な
ど
､
導
入
目
的
の
実
現
に
は
程
遠

い
利
用
実
績
と
な
っ
て
い
る
｡

そ
の
原
因
と
し
て
､
利
用
に
際
し
て
本
人
確
認
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
レ
ベ
ル
が
高
い
こ
と
､
添
付
資
料
は

別
途
郵
送
と
す
る
も
の
が
多
い
こ
と
､
交
付
物
は
窓

口
交
付
又
は
郵
送
と
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
な
ど
､

利
用
者
側
の
利
便
性
向
上
を
妨
げ
る
要
因
が
挙
げ
ら

れ
る
｡
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
運
用
に
係
る
経
費
は
､

平
成
21年
12月
末
ま
で
の
５
年
間
の
運
用
期
間
を
通

算
し
約
８
億
円
で
､
こ
れ
を
県
と
市
町
村
が
負
担
し

て
い
る
が
､
当
該
期
間
の
中
間
時
点
に
至
っ
た
こ
と

か
ら
投
下
費
用
と
事
業
効
果
の
側
面
も
考
慮
し
､
ま

た
､
こ
れ
ま
で
の
利
用
実
績
及
び
問
題
点
等
も
踏
ま

え
て
､
個
々
の
対
象
手
続
き
に
つ
い
て
利
用
者
の
利

便
性
を
向
上
さ
せ
る
具
体
的
な
改
善
策
を
講
ず
る
こ

と
な
ど
､
利
用
促
進
に
向
け
た
対
応
策
の
検
討
を
要

す
る
｡

�
精
神
障
が
い
者
福
祉
費
補
助
金

187,614,000円

�
身
体
障
が
い
者
福
祉
費
補
助
金

1,572,000円

�
知
的
障
が
い
者
福
祉
費
補
助
金

4,850,000円

�
精
神
保
健
福
祉
費
補
助
金

112,296,616円

【
本
来
の
調
定
(節
・
額
)
(正
)】

を
策
定
す
る
と
と
も
に
､
市
町
村
に
対

し
て
も
同
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
働
き

か
け
を
行
い
､
一
層
の
利
用
促
進
を
図

り
ま
す
｡

利
用
促
進
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て

は
､
既
存
の
対
象
手
続
の
う
ち
､
オ
ン

ラ
イ
ン
上
で
申
請
・
届
出
が
完
結
す
る

な
ど
の
利
用
者
に
と
っ
て
特
に
高
い
利

便
性
が
見
込
ま
れ
る
手
続
を
オ
ン
ラ
イ

ン
利
用
促
進
対
象
手
続
に
選
定
し
､
手

続
所
管
部
局
と
情
報
化
推
進
部
局
と
が

十
分
に
連
携
を
取
り
な
が
ら
､
オ
ン
ラ

イ
ン
利
用
を
推
進
す
る
た
め
の
業
務
見

直
し
や
､
年
度
ご
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
利

用
率
の
目
標
値
を
設
定
す
る
な
ど
､
効

果
的
な
広
報
活
動
と
併
せ
て
利
用
促
進

に
向
け
た
対
応
に
取
り
組
み
ま
す
｡

事
務
を
担
当
す
る
自

立
支
援
領
域
と
し
て
は
､

予
算
の
執
行
に
当
た
り
､

歳
入
調
定
に
お
け
る
科

目
誤
り
等
が
生
ず
る
こ

と
の
な
い
よ
う
､
各
担

当
の
確
認
に
加
え
､
関

係
す
る
担
当
者
間
の
十

分
な
連
携
を
図
る
と
と

も
に
､
各
主
任
､
副
主

幹
､
主
幹
に
よ
る
確
認

を
徹
底
し
､
内
部
チ
ェ
ッ

ク
機
能
を
強
化
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
｡

さ
ら
に
､
主
管
領
域

で
あ
る
保
健
福
祉
総
務

領
域
と
し
て
も
､
国
と

措
置
状
況

(収
入
未
済
)

保
健
福
祉
事
務
所
等
に
お
け
る
債
権
管
理
及
び
滞

納
金
徴
収
事
務
は
｢社
会
福
祉
施
設
等
入
所
費
負
担

金
徴
収
促
進
要
綱
｣
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
実

施
さ
れ
て
い
る
が
､
社
会
福
祉
施
設
等
入
所
費
負
担

金
(児
童
福
祉
施
設
入
所
費
負
担
金
)
の
収
入
未
済

が
､
現
年
度
・
過
年
度
と
も
に
増
加
す
る
傾
向
に
あ

る
こ
と
か
ら
､
滞
納
金
の
管
理
及
び
徴
収
方
法
に
つ

い
て
検
討
を
要
す
る
｡

検
討

事
項

(是
正
､
留
意
・
改
善
の
意
見
)

予
算
の
執
行
に
当
た
っ
て
は
､
厳
正
な
事
務
処
理
を
行
う
よ
う
内
部
牽
制
機

能
の
強
化
に
取
り
組
む
等
､
万
全
の
執
行
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
｡

�
児
童
福
祉
総
務
費
補
助
金

7,354,000円
19年
３
月
23日

�
身
体
障
が
い
者
福
祉
費
補
助
金

61,067,000円
19年
３
月
28日

�
精
神
障
が
い
者
福
祉
費
補
助
金

194,036,000円
19年
３
月
23日

�
精
神
障
が
い
者
福
祉
費
補
助
金

112,296,616円
19年
３
月
20日

�
婦
人
保
護
費
補
助
金

7,354,000円

�
身
体
障
が
い
者
福
祉
費
補
助
金

19,588,000円

�
障
が
い
福
祉
総
務
費
補
助
金

24,743,000円

�
知
的
障
が
い
者
福
祉
費
補
助
金

2,591,000円

�
精
神
障
が
い
者
福
祉
費
補
助
金

11,204,000円

�
精
神
保
健
福
祉
費
補
助
金

2,941,000円

�
精
神
障
が
い
者
福
祉
費
補
助
金

187,614,000円

�
身
体
障
が
い
者
福
祉
費
補
助
金

1,572,000円

�
知
的
障
が
い
者
福
祉
費
補
助
金

4,850,000円

精
神
保
健
福
祉
費
補
助
金

112,296,616円

措
置

状
況

分
な
連
携
を
図
る
と
と

も
に
､
各
主
任
､
副
主

幹
､
主
幹
に
よ
る
確
認

を
徹
底
し
､
内
部
チ
ェ
ッ

ク
機
能
を
強
化
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
｡

さ
ら
に
､
主
管
領
域

で
あ
る
保
健
福
祉
総
務

領
域
と
し
て
も
､
国
と

県
の
予
算
科
目
対
応
表

を
作
成
し
､
予
算
編
成

時
及
び
収
入
調
定
時
に

二
重
に
チ
ェ
ッ
ク
を
行

い
､
予
算
執
行
に
当
た

り
誤
り
等
が
生
じ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
､
内
部

牽
制
機
能
を
強
化
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
｡

定
期
監
査
に
係
る
措
置
状
況
に
つ
い
て

１
監
査
対
象

保
健
福
祉
部
保
健
福
祉
総
務
領
域
・
自
立
支
援
領
域

２
指
摘
事
項
及
び
措
置
の
状
況
に
つ
い
て

定
期
監
査
に
係
る
措
置
状
況
に
つ
い
て

１
監
査
対
象

保
健
福
祉
部
自
立
支
援
領
域

２
検
討
事
項
及
び
措
置
の
状
況
に
つ
い
て
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�
歳
入
の
調
定
時
期
に
適
切
で
な
い
も
の
が
あ
る
｡

｢事
実
｣

財
団
法
人
甲
か
ら
の
中
山
間
地
域
特
産
物
等
生
産

支
援
対
策
事
業
資
金
の
返
納
に
つ
い
て
､
負
担
金
相

当
額
返
納
の
納
入
手
続
を
執
る
よ
う
依
頼
通
知
が
あ
っ

た
際
に
直
ち
に
調
定
を
行
う
べ
き
と
こ
ろ
､
12月
の

補
正
予
算
の
後
に
調
定
を
行
い
､
３
か
月
以
上
遅
延

し
て
い
る
｡

１
返
納
通
知
平
成
18年
８
月
18日

２
歳
入
の
調
定

調
定
年
月
日
平
成
19年
１
月
23日

調
定
額

614,340円
納
期
限

平
成
19年
２
月
16日

収
入
年
月
日
平
成
19年
２
月
７
日

｢是
正
・
改
善
等
の
意
見
｣

歳
入
の
調
定
に
当
た
っ
て
は
､
関
係
規
程
に
基
づ

き
適
正
な
時
期
に
行
い
､
早
期
収
入
を
図
る
こ
と
｡

指
摘

事
項

２
｢社
会
福
祉
施
設
等
入
所
費
負
担
金
滞
納
者
カ
ー

ド
｣
作
成
・
管
理
対
象
の
拡
大

(
｢継
続
的
な
指
導
を
要
す
る
者
｣
に
限
定
し
た

取
扱
い
の
見
直
し
)

(検
討
す
べ
き
事
項
)

１
徴
収
の
実
態
に
つ
い
て
調
査
・
確
認
し
た
上
で

の
､
円
滑
な
徴
収
事
務
執
行
体
制
の
構
築

ま
た
､
滞
納
案
件
全
体
に
対
す
る
具
体
的
な
徴

収
方
法
を
示
す
等
､
徴
収
事
務
の
標
準
化

保
健
福
祉
事
務
所
等
に
お
け
る
債
権
管
理
及
び
滞

納
金
徴
収
事
務
は
｢社
会
福
祉
施
設
等
入
所
費
負
担

金
徴
収
促
進
要
綱
｣
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
実

施
さ
れ
て
い
る
が
､
社
会
福
祉
施
設
等
入
所
費
負
担

金
(児
童
福
祉
施
設
入
所
費
負
担
金
)
の
収
入
未
済

が
､
現
年
度
・
過
年
度
と
も
に
増
加
す
る
傾
向
に
あ

る
こ
と
か
ら
､
滞
納
金
の
管
理
及
び
徴
収
方
法
に
つ

い
て
検
討
を
要
す
る
｡

歳
入
の
調
定
に
当
た
っ
て
は
､
関
係

規
程
に
基
づ
き
､
収
入
の
原
因
が
発
生

し
た
時
点
で
速
や
か
に
調
定
を
行
う
よ

う
調
定
時
期
の
適
正
執
行
を
徹
底
し
､

県
歳
入
の
早
期
収
入
確
保
に
努
め
ま
す
｡

措
置

状
況

２
上
記
会
議
に
連
動
し
て
､
｢社
会

福
祉
施
設
等
入
所
費
負
担
金
滞
納
者

カ
ー
ド
｣
の
作
成
・
管
理
対
象
範
囲

を
検
討
し
ま
す
｡

１
各
保
健
福
祉
事
務
所
､
各
児
童
相

談
所
及
び
い
わ
き
地
方
振
興
局
担
当

者
で
左
記
内
容
に
関
す
る
会
議
を
開

き
､
各
担
当
の
意
見
を
取
り
入
れ
た

上
で
､
今
年
度
中
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
等

を
作
成
し
､
事
務
の
標
準
化
を
図
る

よ
う
検
討
し
ま
す
｡

検
討

事
項

�
工
事
の
設
計
に
適
切
で
な
い
も
の
が
あ
る
｡

｢事
実
｣

湛
水
防
除
事
業
川
中
子
地
区
排
水
機
場
下
部
工
の

設
計
に
お
い
て
､
上
部
建
築
物
が
当
初
計
画
か
ら
変

更
と
な
り
構
造
・
階
数
が
変
わ
っ
た
た
め
下
部
工
に

加
わ
る
荷
重
が
一
部
増
加
す
る
結
果
と
な
っ
た
が
､

変
更
後
の
下
部
工
構
造
の
再
計
算
が
な
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
｡

｢是
正
・
改
善
等
の
意
見
｣

設
計
に
当
た
っ
て
は
､
関
係
規
程
に
基
づ
き
適
正

に
行
い
､
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
強
化
に
努
め
る
こ
と
｡

指
摘

事
項

１
返
納
通
知
平
成
18年
８
月
18日

２
歳
入
の
調
定

調
定
年
月
日
平
成
19年
１
月
23日

調
定
額

614,340円
納
期
限

平
成
19年
２
月
16日

収
入
年
月
日
平
成
19年
２
月
７
日

｢是
正
・
改
善
等
の
意
見
｣

歳
入
の
調
定
に
当
た
っ
て
は
､
関
係
規
程
に
基
づ

き
適
正
な
時
期
に
行
い
､
早
期
収
入
を
図
る
こ
と
｡

措
置

状
況

平
成
20年
度
施
行
予
定
の
上
部
建
築

物
の
委
託
設
計
に
お
い
て
､
当
初
計
画

で
は
２
階
建
て
で
計
画
し
て
い
た
が
､

コ
ス
ト
縮
減
等
か
ら
詳
細
に
検
討
し
た

結
果
､
１
階
建
て
に
見
直
し
た
も
の
で
､

こ
の
段
階
で
平
成
15年
度
に
実
施
し
た

２
階
建
て
の
構
造
計
算
を
基
に
下
部
工

へ
の
影
響
を
チ
ェ
ッ
ク
し
､
安
定
を
確

認
し
て
今
回
の
構
造
・
階
数
に
決
定
し

ま
し
た
｡

し
か
し
､
検
討
し
た
も
の
が
杭
基
礎

工
を
含
め
た
下
部
工
全
体
の
構
造
計
算

書
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た

め
､
こ
れ
に
つ
い
て
は
､
外
部
委
託
し

て
今
年
度
中
に
取
り
ま
と
め
ま
す
｡

な
お
､
今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な

い
よ
う
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
強
化
し
､
適

正
な
事
務
執
行
に
努
め
ま
す
｡

措
置

状
況

定
期
監
査
に
係
る
措
置
状
況
に
つ
い
て

１
監
査
対
象

農
林
水
産
部
経
営
支
援
領
域

２
指
摘
事
項
及
び
措
置
の
状
況
に
つ
い
て

定
期
監
査
に
係
る
措
置
状
況
に
つ
い
て

１
監
査
対
象

農
林
水
産
部
い
わ
き
農
林
事
務
所

２
指
摘
事
項
及
び
措
置
の
状
況
に
つ
い
て

定
期
監
査
に
係
る
措
置
状
況
に
つ
い
て

１
監
査
対
象

農
林
水
産
部
生
産
流
通
領
域

２
検
討
事
項
及
び
措
置
の
状
況
に
つ
い
て
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(調
定
の
時
期
遅
延
)

歳
入
の
調
定
時
期
に
適
切
で
な
い
も
の
が
あ
る
｡

(事
実
の
概
要
)

国
道
改
築
事
業
国
道
288号

富
久
山
橋
に
対
す
る

工
作
物
の
添
架
に
係
る
負
担
金
に
つ
い
て
､
甲
株
式

会
社
と
の
費
用
負
担
協
定
締
結
後
直
ち
に
調
定
す
べ

き
と
こ
ろ
､
３
か
月
以
上
遅
延
し
て
い
る
｡

１
協
定
書
締
結
年
月
日

当
初
協
定
平
成
18年
７
月
11日

(甲
株
式
会
社
負
担
額
2,833,950円

)

指
摘

事
項

�
補
助
事
業
の
実
績
確
認
に
つ
い
て
検
討
を
求
め
た
｡

家
畜
導
入
事
業
資
金
供
給
事
業
に
つ
い
て
､
県
北

農
林
事
務
所
に
お
い
て
補
助
事
業
者
甲
町
か
ら
の
実

績
報
告
が
４
年
間
に
わ
た
り
基
金
残
高
に
相
違
が
あ

る
ま
ま
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
､
甲
町
の
当
該
事
業

が
終
了
す
る
た
め
残
高
証
明
書
を
徴
取
し
た
こ
と
に

よ
り
判
明
し
た
｡

(甲
町
)

平
成
14年
度
末
基
金
現
在
高

実
績
報
告
額

1,529,911円
預
金
通
帳
残
高
1,518,082円

相
違
額

11,829円
か
ら

平
成
17年
度
末
基
金
現
在
高

実
績
報
告
額

2,498,622円
預
金
通
帳
残
高
2,486,793円

相
違
額

11,829円
ま
で

基
金
造
成
を
伴
う
本
事
業
に
つ
い
て
は
､
補
助
事

業
者
に
基
金
の
預
金
管
理
を
厳
格
に
行
わ
せ
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
｡

こ
の
た
め
､
実
績
報
告
に
当
た
っ
て
残
高
証
明
書

又
は
預
金
通
帳
残
高
の
写
し
を
添
付
さ
せ
る
な
ど
､

基
金
管
理
状
況
を
確
実
に
確
認
で
き
る
よ
う
､
事
業

実
施
要
領
の
改
正
等
に
つ
い
て
検
討
を
要
す
る
｡

検
討

事
項

負
担
金
の
徴
収
に
係
る
事
務
事
業
に

つ
い
て
は
､
関
係
す
る
グ
ル
ー
プ
が
緊

密
に
連
絡
を
取
り
､
原
則
と
し
て
事
業

着
手
す
る
前
に
負
担
金
納
入
と
す
る
協

定
を
締
結
す
る
と
と
も
に
､
調
定
時
期

の
適
正
を
図
り
､
早
期
収
入
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
｡

措
置

状
況

家
畜
導
入
事
業
資
金
供
給
事
業
の
実

績
報
告
に
当
た
っ
て
は
､
今
後
､
実
施

要
領
に
基
づ
く
実
績
報
告
様
式
の
添
付

書
類
と
し
て
､
基
金
管
理
台
帳
の
写
し

や
報
告
時
に
お
け
る
基
金
残
高
を
証
す

る
書
面
を
追
加
す
る
な
ど
し
､
基
金
管

理
状
況
を
確
実
に
確
認
で
き
る
よ
う
見

直
し
を
行
い
ま
す
｡

措
置

状
況

(そ
の
他
収
入
事
務
)

負
担
金
徴
収
の
事
務
手
続
き
に
適
切
で
な
い
も
の

が
あ
る
｡

(事
実
の
概
要
)

都
市
計
画
道
路
街
路
事
業
に
伴
う
西
若
松
駅
西
口

駅
前
広
場
の
工
事
に
係
る
甲
市
の
費
用
負
担
に
つ
い

て
､
原
則
と
し
て
事
業
着
手
前
に
負
担
金
納
入
と
す

る
協
定
書
を
締
結
後
直
ち
に
調
定
を
行
い
早
期
収
入

を
図
る
べ
き
と
こ
ろ
､
工
事
費
精
算
書
に
基
づ
き
負

担
金
を
納
入
さ
せ
る
協
定
書
を
締
結
し
､
歳
入
の
調

定
が
工
事
費
精
算
を
行
う
変
更
協
定
時
ま
で
遅
延
し

て
い
る
｡

１
協
定
書
締
結
年
月
日

当
初
協
定

平
成
18年
７
月
４
日

(甲
市
負
担
額
50,000,000円

)
変
更
協
定 指

摘
事

項

歳
入
の
調
定
時
期
に
適
切
で
な
い
も
の
が
あ
る
｡

(事
実
の
概
要
)

国
道
改
築
事
業
国
道
288号

富
久
山
橋
に
対
す
る

工
作
物
の
添
架
に
係
る
負
担
金
に
つ
い
て
､
甲
株
式

会
社
と
の
費
用
負
担
協
定
締
結
後
直
ち
に
調
定
す
べ

き
と
こ
ろ
､
３
か
月
以
上
遅
延
し
て
い
る
｡

１
協
定
書
締
結
年
月
日

当
初
協
定
平
成
18年
７
月
11日

(甲
株
式
会
社
負
担
額
2,833,950円

)
変
更
協
定
平
成
18年
12月
４
日

(甲
株
式
会
社
負
担
額
2,224,950円

)
２
歳
入
調
定

調
定
年
月
日

平
成
19年
２
月
５
日

調
定
額

2,224,950円
納
期
限

平
成
19年
２
月
28日

収
入
年
月
日

平
成
19年
２
月
23日

(是
正
､
留
意
・
改
善
の
意
見
)

負
担
金
徴
収
に
当
た
っ
て
は
､
関
係
規
程
に
基
づ

き
適
正
な
時
期
に
調
定
す
る
と
と
も
に
､
早
期
収
入

を
図
る
こ
と
｡

今
後
事
業
実
施
に
伴
い
負
担
金
を
徴

収
す
る
に
あ
た
っ
て
は
､
関
係
す
る
グ

ル
ー
プ
が
緊
密
に
連
絡
を
し
､
原
則
と

し
て
事
業
着
手
前
に
負
担
金
納
入
と
す

る
協
定
書
を
締
結
す
る
と
と
も
に
調
定

時
期
の
適
正
を
図
り
､
早
期
収
入
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
｡

措
置

状
況

つ
い
て
は
､
関
係
す
る
グ
ル
ー
プ
が
緊

密
に
連
絡
を
取
り
､
原
則
と
し
て
事
業

着
手
す
る
前
に
負
担
金
納
入
と
す
る
協

定
を
締
結
す
る
と
と
も
に
､
調
定
時
期

の
適
正
を
図
り
､
早
期
収
入
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
｡

定
期
監
査
に
係
る
措
置
状
況
に
つ
い
て

１
監
査
対
象

県
中
建
設
事
務
所

２
指
摘
事
項
及
び
措
置
の
状
況
に
つ
い
て

定
期
監
査
に
係
る
措
置
状
況
に
つ
い
て

１
監
査
対
象

会
津
若
松
建
設
事
務
所

２
指
摘
事
項
及
び
措
置
の
状
況
に
つ
い
て
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(そ
の
他
の
事
務
事
業
)

許
可
に
係
る
事
務
処
理
に
適
切
で
な
い
も
の
が
あ

る
｡(事
業
の
概
要
)

株
式
会
社
甲
の
給
油
所
等
設
置
に
係
る
港
湾
施
設

に
つ
い
て
､
使
用
許
可
手
続
き
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま

に
使
用
さ
せ
､
平
成
18年
11月
に
決
裁
日
を
４
月
１

日
に
遡
及
し
て
使
用
許
可
を
行
っ
て
い
る
｡

１
施
設
使
用
面
積

62㎡
２
使
用
許
可
年
月
日

平
成
18年
４
月
１
日

(是
正
､
留
意
・
改
善
の
意
見
)

許
可
に
係
る
事
務
処
理
に
当
た
っ
て
は
､
関
係
規

程
に
基
づ
き
適
正
に
行
う
こ
と
｡

指
摘

事
項

る
協
定
書
を
締
結
後
直
ち
に
調
定
を
行
い
早
期
収
入

を
図
る
べ
き
と
こ
ろ
､
工
事
費
精
算
書
に
基
づ
き
負

担
金
を
納
入
さ
せ
る
協
定
書
を
締
結
し
､
歳
入
の
調

定
が
工
事
費
精
算
を
行
う
変
更
協
定
時
ま
で
遅
延
し

て
い
る
｡

１
協
定
書
締
結
年
月
日

当
初
協
定

平
成
18年
７
月
４
日

(甲
市
負
担
額
50,000,000円

)
変
更
協
定

平
成
19年
３
月
30日

(甲
市
負
担
額
49,999,950円

)
２
歳
入
の
調
定

調
定
年
月
日

平
成
19年
３
月
30日

調
定
額
49,999,950円

納
期
限

平
成
19年
４
月
30日

収
入
年
月
日

平
成
19年
４
月
23日

(是
正
､
留
意
・
改
善
の
意
見
)

負
担
金
徴
収
の
事
務
手
続
き
に
当
た
っ
て
は
､
関

係
規
程
に
基
づ
き
適
正
に
行
い
､
早
期
収
入
を
図
る

こ
と
｡

今
回
ご
指
摘
の
港
湾
施
設
の
使
用
許

可
に
関
し
て
は
､
給
油
施
設
の
許
可
申

請
に
係
る
添
付
書
類
が
不
備
の
た
め
再

提
示
を
指
示
し
ま
し
た
｡
そ
の
提
示
が

遅
れ
て
出
て
き
た
た
め
､
事
務
処
理
の

時
期
を
逸
し
て
し
ま
い
遅
れ
て
し
ま
っ

た
も
の
で
あ
り
ま
す
｡

他
の
港
湾
施
設
の
使
用
許
可
を
出
し

て
い
る
箇
所
と
整
合
性
を
図
る
た
め
､

決
裁
日
を
遡
及
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
｡

今
後
は
､
か
か
る
こ
と
の
な
い
よ
う

十
分
注
意
し
､
適
正
な
許
可
事
務
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
｡

措
置

状
況

２
職
員
Ｂ
に
係
る
扶
養
手
当
に
つ
い
て
､
事
実
の

発
生
日
(初
日
)
か
ら
15日
を
経
過
し
た
後
､
申

請
書
が
提
出
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
事
実
発

生
日
の
月
か
ら
支
給
し
た
た
め
､
過
支
給
と
な
っ

て
い
る
｡正
当
支
給
額

0円
既
支
給
額

13,000円

�
通
勤
方
法
の
変
更
に
伴
う
通
勤
手
当
届
が
提

出
さ
れ
11月
か
ら
認
定
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
､

１
か
月
遅
れ
て
支
給
開
始
を
し
た
た
め
､
過
支

給
と
な
っ
て
い
る
｡

正
当
支
給
額

42,200円
既
支
給
額

64,893円
過
支
給
額

22,693円

(事
実
の
概
要
)

１
職
員
Ａ
に
係
る
通
勤
手
当
が
過
支
給
と
な
っ
て

い
る
｡

�
高
速
自
動
車
国
道
等
利
用
職
員
に
あ
っ
て
は
､

１
か
月
の
う
ち
､
利
用
し
な
い
日
数
が
７
日
を

超
え
た
と
き
､
翌
月
に
高
速
自
動
車
国
道
等
利

用
職
員
以
外
の
職
員
と
し
て
手
当
を
支
給
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
利
用

回
数
等
の
確
認
を
行
わ
な
か
っ
た
た
め
､
４
月

か
ら
10月
ま
で
の
通
勤
手
当
が
過
支
給
と
な
っ

て
い
る
｡

正
当
支
給
額

360,287円
既
支
給
額

431,558円
過
支
給
額

71,271円

(過
払
い
及
び
不
足
払
い
)

職
員
手
当
の
支
給
に
適
切
で
な
い
も
の
が
あ
る
｡

指
摘

事
項

日
に
遡
及
し
て
使
用
許
可
を
行
っ
て
い
る
｡

１
施
設
使
用
面
積

62㎡
２
使
用
許
可
年
月
日

平
成
18年
４
月
１
日

(是
正
､
留
意
・
改
善
の
意
見
)

許
可
に
係
る
事
務
処
理
に
当
た
っ
て
は
､
関
係
規

程
に
基
づ
き
適
正
に
行
う
こ
と
｡

過
支
給
と
な
っ
た
扶
養
手
当
に
つ
き

ま
し
て
は
､
平
成
19年
８
月
８
日
ま
で

に
返
納
処
理
を
行
い
ま
し
た
｡

過
支
給
と
な
っ
た
平
成
18年
11月
分

の
通
勤
手
当
に
つ
き
ま
し
て
は
､
平
成

19年
８
月
30日
ま
で
に
返
納
処
理
を
行

い
ま
し
た
｡

過
支
給
と
な
っ
た
平
成
18年
４
月
か

ら
10月
ま
で
の
通
勤
手
当
に
つ
き
ま
し

て
､
平
成
19年
８
月
30日
ま
で
に
返
納

処
理
を
行
い
ま
し
た
｡

措
置

状
況

て
い
る
箇
所
と
整
合
性
を
図
る
た
め
､

決
裁
日
を
遡
及
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
｡

今
後
は
､
か
か
る
こ
と
の
な
い
よ
う

十
分
注
意
し
､
適
正
な
許
可
事
務
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
｡

定
期
監
査
に
係
る
措
置
状
況
に
つ
い
て

１
監
査
対
象

喜
多
方
建
設
事
務
所

２
指
摘
事
項
及
び
措
置
の
状
況
に
つ
い
て

定
期
監
査
に
係
る
措
置
状
況
に
つ
い
て

１
監
査
対
象

あ
ぶ
く
ま
高
原
自
動
車
道
建
設
事
務
所

２
指
摘
事
項
及
び
措
置
の
状
況
に
つ
い
て
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予
算
の
執
行
に
適
切
で
な
い
も
の
が
あ
る
｡

証
紙
収
入
整
理
特
別
会
計
に
お
い
て
､
予
備
費
を

充
当
し
て
も
な
お
歳
出
予
算
を
上
回
る
需
要
が
生
じ

た
た
め
､
平
成
18年
度
第
４
四
半
期
に
か
か
る
振
替

支
出
の
一
部
を
平
成
19年
度
に
お
い
て
歳
出
す
る
取

り
扱
い
と
し
た
｡

土
木
部
手
数
料

正
当
振
替
額
(需
用
額
)

24,300,170円
振
替
実
施
額

15,171,170円
差
額
(19年

度
歳
出
と
し
た
額
)

9,129,000円

指
摘

事
項

３
職
員
Ｃ
ほ
か
25名
の
週
休
振
替
に
伴
い
､
勤
務

日
と
な
っ
た
日
の
超
過
勤
務
手
当
の
支
給
割
合
を

100分
の
125で

支
給
す
べ
き
と
こ
ろ
､
100分

の
135で

支
給
し
､
さ
ら
に
､
15分

の
休
憩
時
間
を

含
め
て
超
過
勤
務
手
当
を
支
給
し
た
た
め
､
過
支

給
と
な
っ
て
い
る
｡

正
当
支
給
額
6,032,974円

既
支
給
額

6,114,802円
過
支
給
額

81,828円
(是
正
､
留
意
・
改
善
の
意
見
)

職
員
手
当
の
支
給
に
当
た
っ
て
は
､
支
給
要
件

等
を
十
分
確
認
の
上
､
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
確
立
し
､

適
正
に
行
う
こ
と
｡

２
職
員
Ｂ
に
係
る
扶
養
手
当
に
つ
い
て
､
事
実
の

発
生
日
(初
日
)
か
ら
15日
を
経
過
し
た
後
､
申

請
書
が
提
出
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
事
実
発

生
日
の
月
か
ら
支
給
し
た
た
め
､
過
支
給
と
な
っ

て
い
る
｡正
当
支
給
額

0円
既
支
給
額

13,000円
過
支
給
額

13,000円

既
支
給
額

64,893円
過
支
給
額

22,693円

今
後
は
､
各
部
と
の
連
携
を
よ
り
一

層
密
に
し
､
適
正
な
予
算
確
保
に
努
め

ま
す
｡ 措

置
状

況

過
支
給
と
な
っ
た
超
過
勤
務
手
当
に

つ
き
ま
し
て
は
､
平
成
19年
８
月
30日

ま
で
に
返
納
処
理
を
行
い
ま
し
た
｡

な
お
､
今
後
は
､
こ
の
よ
う
な
こ
と

の
な
い
よ
う
職
員
手
当
等
の
支
給
に
当

た
っ
て
は
､
支
給
要
件
等
を
十
分
確
認

の
上
､
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
強
化
を
図
り
､

適
正
な
事
務
処
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
｡ 過
支
給
と
な
っ
た
扶
養
手
当
に
つ
き

ま
し
て
は
､
平
成
19年
８
月
８
日
ま
で

に
返
納
処
理
を
行
い
ま
し
た
｡

○
指
摘
事
項

(内
部
牽
制
)

歳
出
予
算
の
執
行
に
お
い
て
内
部
牽
制
が
機
能
し

て
い
な
い
｡

(事
実
の
概
要
)

平
成
18年
４
月
１
日
か
ら
19年
２
月
に
か
け
て
特

別
支
援
教
育
グ
ル
ー
プ
が
開
催
し
た
13の
会
議
に
お

い
て
､
出
席
し
た
外
部
委
員
Ａ
ほ
か
14名
に
対
し
て

報
償
費
及
び
旅
費
に
つ
い
て
未
払
い
が
あ
る
｡

(報
償
費
)

19件
254,000円

指
摘

事
項

り
扱
い
と
し
た
｡

土
木
部
手
数
料

正
当
振
替
額
(需
用
額
)

24,300,170円
振
替
実
施
額

15,171,170円
差
額
(19年

度
歳
出
と
し
た
額
)

9,129,000円

左
記
の
指
摘
事
項
に
つ
い
て
は
､
平

成
19年
８
月
31日
付
け
で
の
支
払
手
続

を
行
い
ま
し
た
｡

ま
た
､
未
払
い
防
止
の
た
め
､
事
業

担
当
者
と
支
出
担
当
者
の
双
方
で
確
認

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
｢支
出
確
認

簿
｣
を
新
た
に
作
成
す
る
と
と
も
に
､

管
理
職
員
等
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
の
徹
底

な
ど
､
組
織
と
し
て
内
部
牽
制
機
能
の

強
化
を
図
り
ま
し
た
｡

措
置

状
況

定
期
監
査
に
係
る
措
置
状
況
に
つ
い
て

１
監
査
対
象

出
納
局

２
指
摘
事
項
及
び
措
置
の
状
況
に
つ
い
て

監
査
公
表
第
３
号

平
成
19年
11月
13日
監
査
公
表
第
23号
に
よ
り
公
表
し
た
監
査
結
果
に
つ
い
て
､
地
方
自
治
法
(昭

和
22年

法
律
第
67号

)
第
199条

第
12項

の
規
定
に
基
づ
き
､
福
島
県
教
育
委
員
会
委
員
長
か
ら
次
の

と
お
り
措
置
状
況
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
､
同
項
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
を
公
表
す
る
｡

平
成
20年
２
月
15日

福
島
県
監
査
委
員
小
桧
山
善
継

福
島
県
監
査
委
員
加
藤
雅
美

福
島
県
監
査
委
員
音
高
純
夫

福
島
県
監
査
委
員

�
野
宏
之

19教
総
第
1101号

平
成
19年
12月
28日

福
島
県
監
査
委
員
小
桧
山
善
継

福
島
県
監
査
委
員
加
藤
雅
美
様

福
島
県
監
査
委
員
音
高
純
夫

福
島
県
監
査
委
員

�
野
宏
之

福
島
県
教
育
委
員
会
委
員
長

印□

定
期
監
査
の
結
果
に
係
る
措
置
状
況
に
つ
い
て
(通
知
)

平
成
19年
11月
1日
付
け
19福
監
第
472号

で
報
告
の
あ
り
ま
し
た
定
期
監
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
､

下
記
の
と
お
り
措
置
し
ま
し
た
の
で
､
地
方
自
治
法
第
199条

第
12項
の
規
定
に
よ
り
通
知
し
ま
す
｡

記
１
監
査
対
象
公
所

教
育
指
導
領
域
(指
摘
)

２
指
摘
事
項
及
び
措
置
の
状
況
に
つ
い
て

別
紙
の
と
お
り

教
育
指
導
領
域

(別
紙
)
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歳
出
予
算
の
執
行
に
お
い
て
内
部
牽
制
が
機
能
し

て
い
な
い
｡

(事
実
の
概
要
)

平
成
18年
４
月
１
日
か
ら
19年
２
月
に
か
け
て
特

別
支
援
教
育
グ
ル
ー
プ
が
開
催
し
た
13の
会
議
に
お

い
て
､
出
席
し
た
外
部
委
員
Ａ
ほ
か
14名
に
対
し
て

報
償
費
及
び
旅
費
に
つ
い
て
未
払
い
が
あ
る
｡

(報
償
費
)

19件
254,000円

(外
部
委
員
Ａ
ほ
か
11名
分
)

(旅
費
)

24件
74,995円

(外
部
委
員
Ａ
ほ
か
13名
分
)

(合
計
)

43件
328,995円

(是
正
､
留
意
・
改
善
の
意
見
)

予
算
の
執
行
に
当
た
っ
て
は
､
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の

強
化
を
図
り
､
関
係
規
程
に
基
づ
き
適
正
に
処
理
す

る
こ
と
｡

左
記
の
指
摘
事
項
に
つ
い
て
は
､
平

成
19年
８
月
31日
付
け
で
の
支
払
手
続

を
行
い
ま
し
た
｡

ま
た
､
未
払
い
防
止
の
た
め
､
事
業

担
当
者
と
支
出
担
当
者
の
双
方
で
確
認

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
｢支
出
確
認

簿
｣
を
新
た
に
作
成
す
る
と
と
も
に
､

管
理
職
員
等
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
の
徹
底

な
ど
､
組
織
と
し
て
内
部
牽
制
機
能
の

強
化
を
図
り
ま
し
た
｡

今
後
は
､
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い

よ
う
事
務
の
適
正
な
執
行
に
つ
い
て
､

管
理
を
徹
底
し
て
ま
い
り
ま
す
｡
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